
一
枚
の
写
真(

）
1

風
見

喜
代
次

八
俣
小
学
校
の
３
年
生
・
４

年
生
の
と
き
担
任
で
あ
っ
た
恩

師(

友
部
町
在
住)

か
ら
、
今
春

一
枚
の
写
真
が
郵
送
さ
れ
て
き

る
備
品(

会
議
用
・
サ
ー
ク
ル
活
動
用)

た
。
そ
れ
は
私
の
母
校
で
あ
り

を
古
河
市
に
申
請
し
た
。

昭
和

年
の
頃
写
し
た
と
思
わ

30

目
的
は
、
今
後
事
業
を
進
め
る
に
つ

れ
る
八
俣
小
学
校
の
校
舎
で
あ

い
て
、
行
政
区
役
員
・
各
種
団
体
役
員

っ
た
。(

写
真
左)

見
た
瞬
間
、
昭
和

年
20

・
利
用
者
の
老
齢
化
が
進
む
状
況
で
あ

代
か
ら

年
代
の

年
間
の
記
憶
が
タ
イ

30

6

り
、
備
品
の
老
朽
化
で
の
操
作
の
不
具

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
に
脳
裏
を
駆

合
、
安
全
面
で
の
不
都
合
が
生
じ
問
題

け
巡
っ
た
。
昭
和

年
生
ま
れ
の
百
一
人

20

が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

が

年

月
に
八
俣
村
立
八
俣
小
学
校
に

27

4

各
種
団
体
の
行
事
の
ホ
ー
ル
利
用
に

入
学
し
た
。
当
時
は
全
て
の
学
年
が
１
ク

つ
い
て
も
、
設
営
に
つ
い
て
は
テ
ー
ブ

ラ
ス

人
だ
っ
た
の
で
、
教
室
の
後
ろ
ま

50

ル
・
椅
子
等
の
老
朽
化
に
よ
り
不
慮
の

で
机
が
並
び
授
業
参
観
の
と
き
は
父
兄
が

怪
我
等
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

入
り
き
ら
ず
廊
下
側
の
ガ
ラ
ス
窓
を
開
け

設
備
等
の
増
強
交
換
を
当
事
業
で
整
備

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
校
舎
中
央
の
二
階
の

し
、
安
心
、
安
全
な
行
政
運
営
を
願
う

部
屋
は
畳
敷
き
で
会
議
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と

も
の
で
あ
る
。

の
懇
談
会
な
ど
で
使
用
し
て
い
た
よ
う
で

期
待
で
き
る
効
果
は
、
当
該
助
成
事

生
徒
の
入
室
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

業
の
備
品
等
の
見
直
し
が
進
む
こ
と
に

よ
う
だ
。
左
端
の
建
物
は
昭
和

年
に
建

23

よ
り
、
各
種
団
体
の
行
事
会
合
の
会
場

築
さ
れ
た
八
俣
中
学
校
で
あ
る
。
隣
ど
う

づ
く
り
、
終
了
後
の
後
片
付
け
が
円
滑

し
だ
っ
た
小
・
中
学
校
を
陸
橋
で
結
び
当

に
進
む
こ
と
に
よ
り
、
人
間
関
係
の
良

時
話
題
に
な
っ
た
そ
う
だ
が
、
当
時
大
人

好
と
参
加
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

に
見
え
た
中
学
生
の
校
舎
に
行
く
こ
と
は

さ
ら
に
、
カ
ラ
オ
ケ
等
の
設
備
の
整

冒
険
で
あ
り
、
陸
橋
を
渡
る
生
徒
は
殆
ど

備
に
よ
り
、
老
人
会
等
各
種
団
体
の
活

い
な
か
っ
た
。

動
が
盛
ん
と
な
り
行
政
区
民
の
コ
ミ
ュ

写
真
右
側
が

年
生
と

年
生
の
教
室

4

5

七
月
三
十
日
、
沼
影
第
二
行
政
区
で

ニ
テ
ィ
が
活
性
化
し
、
行
政
区
住
民
相

で
、
大
正

年

月
赤
松
に
建
設
さ
れ
た

13

11

は
か
ね
て
よ
り
懸
案
で
あ
っ
た
公
民

互
の
融
和
と
強
力
な
絆
の
醸
成
。

校
舎
を
昭
和

年

月
現
在
地
に
移
転
し

18

5

館
の
整
備
が
完
了
し
た
。

【
購
入
備
品
内
容
】

た
。
左
側
が

年
生
で
、
二
階
部
分
も
含

6

平
成
二
十
八
年
八
月
に
古
河
市
コ

椅
子
百
八
十
脚
・
椅
子
収
納
台
車
四
台

め
て
昭
和

年

月
に
建
築
竣
工
し
た
校

19

5

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業(

宝
く
じ
助
成

会
議
用
テ
ー
ブ
ル(

脚
付
き)

十
六
台

舎
だ
。(

明
治

年
か
ら
昭
和
初
期
ま
で

17

金)

及
び
行
政
区
集
会
施
設
補
助
金
を

和
様
机
十
二
台

小
学
校
は
赤
松
に
あ
っ
た)

次
号
に
続
く

活
用
し
た
施
設
の
改
修
を
計
画
し
、

令
和
二
年
七
月
三
十
日
、納
品
完
了

実
行
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
。

写
真
左
上
、
納
入
さ
れ
た
椅
子
と
テ
ー

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
九
日
に

ブ
ル
。
写
真
下
は
当
日
搬
入
を
行
っ
た
役

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
に
活
動
す

員
の
皆
さ
ん
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

8月9日、谷貝の鈴木清治さん宅
の菜園にオクラの花が大きな花を
開いており思わず魅入ってしまっ
た。鈴木さんは、定年退職後趣味
を兼ねて菜園を始めたそうで、この日も手入れに汗
を流していた。現在、本業は稲作で2丁歩の田んぼで
お米を作っている。勿論味
には拘っているという。ご
飯は冷えてからの味が勝負
で絶対の自信を持っている
そうで、機会があれば是非
試食を！
粘り気のあるオクラは夏
バテ防止・便秘・下痢など
に薬効があり、夏の食卓に
は欠かせない野菜となって
いる。明治初期に日本に入
ってきたと言われ、昭和50
年代以降全国的に栽培され
るようになった

灼
熱
の
太
陽
の
下
、
オ
ク

ラ
が
大
き
な
花
を
開
い
て

夏
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
た

2020年 8月25日

安
心
・安
全
・利
便
性
の
向
上
を
目
指
し

公
民
館
の
改
修
・備
品
の
入
れ
替
え
を
実
施

沼
影
第
二
行
政
区

購入備品 (令和2年7月)
費用総額 2,816,484円
宝くじ助成金 2,500,000円
行政区負担金 316,484円

公民館大規模修繕費用(平成29年9月)
費用総額 4,090,495円
集会施設補助金 1,191,000円

▲大規模修繕工事が完了し見違える様になった公民館

特別な八月(夏)令和2年

校舎の窓ガラスが殆ど割れ落ちてしまうという大きな被
害を受けた事があります。校門と忠魂碑の間にある大木
に最大級の落雷があったのである。昭和29年か30年の頃
かと記憶している。今も大木は立派に残っている。

夏
休
み
の
無
い
夏

月

日
、
八
俣
小
の
児
童
達
は
お
盆
休

8

17

み
を
済
ま
せ
通
常
の
授
業
に
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で

日
～

日
の
盆
休
み
を

8

16

除
い
て
事
実
上
、
夏
休
み
の
無
い
夏
を
過

ご
し
て
い
る
。
当
日
は
「
み
ん
な
で
八
俣

を
護
り
隊
」
の
皆
さ
ん
も
出
動
し
児
童
の

安
全
な
登
校
を
見
守
っ
て
い
た
。

お墓参りも今年はマスク姿で！
8月16日、お盆が終わりご先祖様を送る皆さん
写真下左 久昌院境内。写真下右 遍照寺境内

第9回 古河はなももマラソン延期のお知らせ
令和3年3月に開催を予定していた「第9回サンスポ
古河はなももマラソン」について、新型コロナウイ
ルス感染症の収束が不透明のため安全対策が困難と
判断し、約1年間延期することを決定した。

▲当日、機材の搬入を行った役員の皆さん

クリーンアイ



今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動
で
全
く
仕
事

写
真
右
の
白
い
車
は
現
在
再
生
中
の

が
無
く
な
っ
た
と
い
う
、
沼
影
第
二

ト
ヨ
タ
Ｓ

、
通
称
ヨ
タ
ハ
チ

8
0
0

行
政
区
の
落
合
隆
さ
ん(

歳)

。

で
あ
る
。
現
在
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど

62

観
光
バ
ス
の
運
転
手
を
生
業
と
し

流
通
し
て
い
な
い
車
種
で
、
落
合
さ

て
い
た
が
、
ご
存
じ
の
よ
う
に

月

ん
の
車
も
ス
ズ
キ
カ
プ
チ
ー
ノ
を
ベ

4

以
降
は
仕
事
ゼ
ロ
の
状
態
に
な
り
、

ー
ス
に
再
生
を
試
み
て
い
る
。
完
成

有
り
余
る
時
間
を
若
い
頃
か
ら
趣
味

ま
で
は
ま
だ
数
ヶ
月
を
要
し
そ
う
で

と
し
て
い
た
旧
車
の
再
生
に
費
や
し

あ
る
。

て
い
る
。
写
真
下
の
ベ
ス
パ
は
映
画

境
町
塚
崎
で
生
ま
れ
た
落
合
さ
ん

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
で
お
馴
染
み
の

は
一
時
、
谷
貝
行
政
区
に
住
ん
で
い

ス
ク
ー
タ
ー
。
さ
す
が
に
エ
ン
ジ
ン

た
が
、

年
程
前
に
現
在
の
沼
影
第

30

は
国
産
の

CC

に
換
装
し
ピ
ン
ク
色

二
に
居
を
構
え
、
自
販
店
勤
務
を
経

125

の
ナ
ン
バ
ー
を
付
け
て
い
る
が
完
動

て
以
降
大
好
き
な
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー

品
で
あ
る
。(

ヶ
月
を
費
や
す)

を
生
業
と

4

写
真
上
の
赤
い
ダ
ッ
ト
サ
ン
フ
ェ

し
て
い
る

ア
レ
デ
イ

は
永
年
掛
け
て
レ

車
好
き

2
0
0

ス
ト
ア
し
た
も
の
で
全
て
が
改
造
な

の
友
人
に

し
の
ノ
ー
マ
ル
車
で
あ
る
。
勿
論
実

囲
ま
れ
住

働
で
あ
る
。
発
売
時
は
憧
れ
の
国
産

み
心
地
は

古
河
市
行
政
自
治
会
か
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
で
少
年
達
の
心
を
わ

満
点
と
語

お
知
ら
せ

し
づ
か
み
し
た
憧
れ
の
真
っ
赤
な
オ

る
。

ー
プ
ン
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
で
あ
る
。

令
和

年
度
地
域
清
掃
活
動

2
す
べ
て
中
止
に
な
り
ま
し
た

の
人
々
か
ら
河
岸
山
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

令
和

年
度
行
政
自
治
会
役
員
会
は

2

長
井
戸
沼
に
下
り
て
稲
穂
が
た
な

各
地
区
、
地
区
長
の
み
の
参
加
で
開

令
和

年
に
な
っ
て
か
ら
直
ぐ
に

か
し
山
行
政
区
で
は
、
毎
年
環
境
美

び
く
田
ん
ぼ
を
沼
の
水
面
に
置
き
換

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
は

化
・
衛
生
・
防
火
・
安
全
運
転
の
た
め

え
て
眺
め
る
と
、
小
高
い
丘
に
ひ
と
き

じ
め
、
そ
の
後
感
染
者
の
数
は
日
増

住
宅
地
内
と
そ
の
外
周
の
清
掃
活
動
を

わ
目
立
つ
「河
岸
山
」の
絶
景
が
浮
か

災
害
時
等
緊
急
連
絡
伝
達
訓
練

し
に
増
え
続
け
止
ま
る
こ
と
が
あ
り

住
民
全
体
で
年

、

回
行
っ
て
き
ま

び
上
が
り
幻
想
的
で
す
。

月

日

午
後

時

分
か
ら

3

4

9

1

0

10

ま
せ
ん
。

し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
色
々
な
行
事

写
真
左

月

日
撮
影

午
後

時

分
ま
で

8

22

1

30

毎
年
恒
例
の
古
河
市
主
催
の
市
民

や
イ
ベ
ン
ト
が
全
て
中
止
と
な
り
ま
し

市
災
害
対
策
本
部
→
市
民
協
働
課
情

総
ぐ
る
み
清
掃
活
動
も
新
型
コ
ロ
ナ

た
。

報
伝
達
班
→
各
地
区
行
政
区
長

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な

こ
の
た
め
、
今
年
は
「

密
」
を
守
り

＊
地
区
長
は
情
報
伝
達
班
へ
伝
達
状

3

り
ま
し
た
。

役
員
と
班
長
だ
け
で
清
掃
活
動
を
行
い

況
に
つ
い
て
報
告

ま
し
た
。(

写
真
上

月

日)
(

一
般
住
民
の
参
加
ナ
シ)

7

19

「
現
在
、
か
し
山
行
政
区
は

世
帯

64

ほ
ど
が
在
住
し
て
お
り
、
外
国
籍
の
方

「市
長
と
語
ろ
う
、
ま
ち
づ
く
り
」

々
も
お
り
ま
す
。
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
い

の
開
催
に
つ
い
て

わ
ゆ
る
新
住
民
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

古
河
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に

意
思
の
疎
通
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も

開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め

あ
り
ま
し
た
が
、
「
か
し
山
ま
つ
り
」

各
行
政
区

人
以
内
の
参
加
と
な
り

2

や
清
掃
活
動
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
、

ま
す
。

行
政
区
結
成
か
ら

年
程
経
過
し
な
ん

＊
日
時

月

日(

日)

20

10

4

と
か
ま
と
ま
り
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま

午
前

時

分

～

時

分

10

30

11

40

す
」
と
、
区
長
の
内
藤
修
さ
ん
。

＊
会
場

そ
の
昔
、
水
運
が
主
力
で
利
根
川
経

三
和
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

由
で
長
井
戸
沼
に
荷
船
が
行
き
来
し
て

進
行

い
た
時
代
に
河
岸
と
し
て
農
産
物
や
鉄

＊
市
長
か
ら
テ
ー
マ
に
関
す
る
説
明

製
品(

昔
、
近
く
に
製
鉄
所
が
あ
っ
た)

＊
意
見
交
換

の
流
通
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

同
地
は
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
地
元

第 282号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽2020年 8月25日

子ども達に日本一のふるさとを！八俣ふきの芽会
2021年は八俣の夏を取り戻そう 輝く未来のために耐える夏

コ
ロ
ナ
禍
で
有
り
余
る
時
間
を
趣
味
と
実
益
？
に

旧
車
の
レ
ス
ト
ア
に
情
熱
を
傾
け
る

落
合
さ
ん

密
を
守
っ
て
清
掃
活
動

か
し
山
行
政
区

3

灼
熱
の
炎
天
下
に
オ
レ
ン

ジ
や
イ
エ
ロ
ー
の
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
が
咲
き
乱
れ
る

大
綱
・
米
倉
環
境
保
全
会
の
花
壇(

大

綱
行
政
区)

が
道
行
く
人
々
の
心
に
潤

い
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

月

日

8

16

お知らせ
八俣ふきの芽会ではコロナ禍で大きな影響を受けなが
ら第19地区で営業を続けている皆さんを応援するため
広告欄を無料で開放いたします。飲食業・旅行関連業
者などコロナ対策を積極的に取り入れている業者の皆
さんは是非ご活用下さい。
広告掲載を希望する方は、ふきの芽会役員まで申しつ
け下さい。 お問い合わせ、申し込みは
会長 小林浩二 090 2234 6965
編集長 田中 090 2757 5763
ほか各行政区事務局員またはふきの芽会役員

区長会 廃品(資源ゴミ)回収のお知らせ

日頃より第19地区、区長会運営に関してご協力を賜り厚く御礼申
し上げます。さて、下記の通り第19地区、区長会主催の廃品回収
(資源ゴミ)を実施いたします。皆様のご協力をお願いします。’

記

日 時 令和2年11月1日(日) 午前9時から
回収場所 八俣小学校校庭(各行政区でとりまとめて搬入)
回収するもの ダンボール・新聞紙・雑誌・カタログ

アルミ缶・スチール缶(分別ナシで可)
第19地区 区長会長 湯本 豊
八俣小学校 校長 沼田 傳
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